
2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 演習

15 講義

授業科目名 アニマルヒストリー 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 アニマルヒストリー
開講年度 1

開講期間 後期

授業の到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 History of Animals and Human
授業形態

講師名

実務経験概要
生家が獣医師のため幼少より動物の飼育、管理に携わる。20歳の時より非常勤講師として日本動物植物専門学校において動物の進化を教え
始め、特に海洋生物の発生と陸上進出に関しては詳しい。　ダイビングインストラクターとして海洋生物の生態や環境保護についても詳しい。

授業の概要・目的

我々が地球と共存していく上で、他の動植物を無視することは出来ない。地球創世時～人が文明を持つまでの流れを理解し、動物の進化を知ることは現存する生物たちの生
態、行動を理解する上で、とても重要である。生命の無い場所からの生物誕生～現在までの理解を深める。

1

地球の生い立ち、生物の発生、生物の進化、ヒトと地球の関係、環境破壊と保全を理解することができる。

授業計画

概論　講義の内容と進め方

宇宙Ⅰ　成り立ちと銀河系

内容 内容

宇宙Ⅱ　地球

生命の誕生　原核生物からカンブリア爆発

魚類　魚類の発生と淡水への適応	

昆虫類　昆虫類の上陸作戦

植物　植物の上陸と地球環境の変化

両生類　両生類の重力対策

爬虫類　恐竜

哺乳類　恐竜と獣弓類

哺乳類と鳥類　互いの覇権争い

ヒト　類人猿からヒトまでの進化	

進化学　進化とその歴史

期末試験

準備学習・時間外学習 授業中に適宜に課題を与える。授業中に取ったメモなどを元にノートを作成する。

教科書・テキスト 次世代のための環境教育

学習内容の総括

参考書 なし

評価方法・基準 ペーパーテストと出席点によって評価。出席点は予め20点を与え、1回欠席ごとに-5点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 キャリアデザイン
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Career DesignⅠ
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

本授業では、本校キャリアセンターのスタッフによる就職セミナーを実施する。水族館、博物館、漁業などの業界の識者による講演会を開催する。水族館や博物館などの視察を
通じて、それら業界の現状について解説する。本校のオープンキャンパスやスポーツフェスタを題材に、イベントの準備や計画について指導する。随時、担任より各種連絡を行
う。学生は目指す業界に就職するために、社会人基礎力を養うことを目的とする。就職セミナー、業界の識者による講演、業界の視察、各種イベントの計画・準備等を通じて、海
洋生物の保護にかかわる業界（水族館、環境アセスメント、マリンスポーツ、漁業など）へ就職を目指すものとして必要な教養やビジネススキルを身につける。

授業の到達目標

業界のジャンルや動向について説明できるようになる。就職活動における基本的な心構え、最低限のビジネスマナーを習得する。卒業進級制作展における進級発表物を製作
し、2年間かけて学んできたことの要点を説明できるようになる。

授業計画

大阪ECOで学ぶにあたって：成績評価、単位認定、公認欠席、休
講、年間スケジュールについて学生便覧などを用いて説明する。

時間割の解説：開講科目の位置づけ、各科目の開講意義などにつ
て解説する。Wメジャーカリキュラムの説明。

スポーツフェスタの企画・運営：スポーツフェスタにおける役割分担・
競技種目などについて打ち合わせを行う。

フィールド演習について：2年間に実施するフィールド演習に関する
解説。

フィールド演習について：天気予報の利用、天気図の見方、潮汐に
ついて。

海外研修ガイダンス：海外研修の意義・目的・プログラム等について

就職セミナー1：学生が目指す業種と職種について

就職セミナー2：業界が求める学生について

就職セミナー3：インターンシップについて

就職セミナー4：自己ＰＲついて

特別講義：業界の識者による講演

特別講義：業界の識者による講演

特別講義：業界の識者による講演

特別講義：業界の識者による講演

前期の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 授業中に適宜紹介する。

参考書 該当なし。

評価方法・基準 口頭試問50％、平常点50%

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 IT 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 コンピューター演習Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice of ComputerⅠ
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要

ネットエキスパートやマイクロソフトの認定トレーナー他資格を取得し、ICT企業にてコンテンツ制作・SEO対策・システム管理・IT技術研修を担当。
ネットワークシステムや人的サポートとして、小・中学校で児童生徒及び教員への情報教育に関する指導・助言を担当。
大学・専門学校・生涯学習センター・職業訓練所等に於いて、情報リテラシー等を講じる。
厚生労働大臣指定試験機関に係る「ウェブデザイン技能検定委員」を受嘱。

授業の概要・目的

ネットワークを介した様々なコミュニケーションツールが普及し、便利に利用され身近な存在となっているが、反面、トラブルも多発している。安全な利用をするために、情報モラル
の意識を高め、ビジネススキルで必要とされるアプリケーションソフトウェアの操作を修得し、作業の効率化を目指すことを目的とする。

・Microsoft Office Wordでは、図形描画、表などを用いた文書作成などについて修得する。
・Microsoft Office Excelでは、計算機能（関数など）を利用した表作成、グラフ作成、データベース機能などについて修得する。

授業の到達目標

・情報を取捨選択しネットワーク活用技術能力を修得することを目標とする。
・Microsoft Office Wordの活用技術を修得し、レポート作成等の資料作成能力を身につけることを目標とする。
・Microsoft Office Excelの活用技術を修得し、集計や分析を行うことを身につけることを目標とする。

授業計画

ネットワーク情報に関する法律や規制などの概要について理解す
る。 Excelの画面構成要素を覚え、基本操作ができるようになる。

Wordの基本操作を理解する。
Excelの基本操作を理解し、効率の良い表作成を行うことができるよ
うになる。

文書作成手順を理解する。 基本的な表計算を行い、数式とExcelのセル参照方法を理解する。

効率の良い文書作成を行うことができるようになる。 表示形式を理解し、変更することができるようになる。

文字装飾を理解し、表現力のある文書作成を行うことができるよう
になる。

グラフを作成し、グラフと表のリンクを理解し、構成要素を設定し分析
ができるようになる。

画像の取り込み、編集を行うことができるようになる。
ページレイアウトを理解し、ブックを印刷することができるようになる。

表を効率よく作成し、編集することができるようになる。
複数の数値をスパークラインと表を併用し、傾向を視覚的に、 かつ
具体的に把握できるようになる。

レイアウトを理解し、文書内の情報を効果的に区切ることができるよ
うになる。

特定のルールで整理されたデータの集まりであるリストを利用し、抽
出、並べ替えなどのデータベース機能が理解できるようになる。

文書校正を理解する。 入力されたデータによってセルの書式を変更する条件付き書式な
ど、Excelの活用により、効率よく作業できるようになる。

Smart Artグラフィックを活用し、文字列を図式化することができるよ
うになる。

実務でよく利用する関数を使用し、自動計算を行い業務効率を上げ
ることができるようになる。

練習問題実施により、学習内容を応用する能力を身につける。 練習問題実施により、学習内容を応用する能力を身につける。

練習問題実施により、学習内容を応用する能力を身につける。 練習問題実施により、学習内容を応用する能力を身につける。

総合問題により、実践的な内容に取り組み技能を身につける。 総合問題により、実践的な内容に取り組み技能を身につける。

総合問題により、実践的な内容に取り組み技能を身につける。 総合問題により、実践的な内容に取り組み技能を身につける。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

準備学習・時間外学習 授業内容の各節目で適宜課題を実施し定着を図る。

教科書・テキスト Wordl office365&2026・Excel office365&2026

参考書 情報処理技能認定試験他適宜紹介する。

評価方法・基準
・（前期）　出席評価20%、課題提出・筆記試験70%、平常点10%で、最高評価点数は100点とする。
・（後期)　課題提出・課題発表70％、出席評価20％、平常点10％で、最高評価点数は100点とする。

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

11 講義 27 講義

12 講義 28 講義

13 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 アニマルヒストリー 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 水族館研究
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Aquarium Study
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要

1984年10月から1996年3月まで，滋賀県立琵琶湖文化館にて学芸員として琵琶湖水系の淡水魚類を中心に飼育展示を行うと共に，琵琶湖固有
亜種であるビワマスの生態を中心に調査研究を行い，1990年頃より琵琶湖博物館の立ち上げに参与し，1993年から琵琶湖博物館水族で展示す
る生物の収集飼育を始める．1996年4月に琵琶湖博物館に移り10月の開館に向けて，琵琶湖博物館水族の立ち上げ作業全般を行う．また，
2012年から琵琶湖博物館水族リニューアルに総括として携わり，特に国内初となるバイカル湖の生き物（バイカルアザラシを除く）の常設展示を
達成．この間，「古代湖展」，「南の島の魚たち」等企画展示を多数主催．

授業の概要・目的

日本人にとって魚類をはじめとする水産生物は，食の対象として古くから生活と密接に関わってきた．一方，金魚や錦鯉などの観賞魚を愛でるという文化も古くから存在する．そ
のため，水族館という施設は日本人にとってきわめて受け入れやすい施設だったものと考えられ，1882年に初めての水族館が上野動物園に創設されて以降，大小300件を優に
超える数の水族館施設が建設されてきた．ただ，この間水族館の役割や目的は，娯楽施設から社会教育施設，研究機関そして近年では希少生物の保護増殖のための機関と大
きく変貌してきている．もちろん，これらの役割や目的が単体であるわけではなく，相互に連携して初めてその機能を達成することができる．本授業では，水族館の歴史や現場の
状況，飼育生物の特徴や展示等の水族館活動，飼育施設等水族館全般を理解し，水族館で働く上での基本的な知識を習得すると共に，将来水族館のあるべき姿について考え
るための基礎を習得する．

授業の到達目標

まず，水族館の活動が現場でどのように行われているのかを知る．さらに，水族館の歴史を知ることでその目的や役割，さらにはそれらがどう変化してきたのかを理解する．水生
生物の分類や生態を理解し，それぞれにあった飼育・展示手法や必要となる飼育設備等について理解する．最終的にはこれらのことを統合的に理解することで，各々の水族館
の目的と役割を将来的にどのように発展させていくべきなのかを考えていけるようにする．

授業計画

水族館の現場で行われている活動 水生生物の生態(回遊・摂餌)

水族館の歴史（欧米編） 水生生物の生態(繁殖)

水族館の歴史（日本編） 水族館の展示(展示形態)

現代の水族館に求められるもの 水族館の展示(生体展示と補助的展示)

水生生物の分類(魚類を例に)Ⅰ 水族の収集

水生生物の分類(魚類を例に)Ⅱ 水族の輸送

生物の分類体系 水族館の飼育・展示設備(飼育水管理設備)

水生生物の生理(哺乳類). 水族館の飼育・展示設備(水槽設備)

水生生物の生理(魚類) 水族館の飼育・展示設備(照明設備)

水生生物の生息環境と生態(海洋環境) 水族館の飼育・展示設備(電気設備)

水生生物の生息環境と生態(陸水環境) 水族館における教育と研究活動

琵琶湖にすむ魚たち(琵琶湖の環境)Ⅰ 生物の収集・飼育に関わる法律

琵琶湖にすむ魚たち(琵琶湖の環境)Ⅱ 水族館における希少種の保護増殖

琵琶湖にすむ魚たち(人との関わり) 水族館とイルカ問題

前期学習内容の総括を行う 後期学習内容の総括を行う

準備学習・時間外学習 授業最後に出すその時間の授業内容に関係する課題について，調べ学習を行う．授業中に書き留めたメモを元に授業ノートを作成する．

教科書・テキスト テキスト：改訂版 新・飼育ハンドブック 水族館編全5巻 公益社団法人 日本動物園水族館協会

参考書
新版水族館学 鈴木克美・西源二郎著 東海大学出版会/研究する水族館 猿渡敏郎・西源二郎 東海大学出版会/大人のための水族館ガイド 錦
織一臣監修 ・編著 養賢堂/その他適宜紹介する．

評価方法・基準 評価の割合は基本的に筆記試験80％，出席率20％で，最高評価点数を100とする．

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

授業科目名 アニマルヘルスケア 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 アニマルベーシック
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Basic Animal Study
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要

1984年10月から1996年3月まで，滋賀県立琵琶湖文化館にて学芸員として琵琶湖水系の淡水魚類を中心に飼育展示を行うと共に，琵琶湖固有亜種であるビワマ
スの生態を中心に調査研究を行い，1990年頃より琵琶湖博物館の立ち上げに参与し，1993年から琵琶湖博物館水族で展示する生物の収集飼育を始める．1996
年4月に琵琶湖博物館に移り10月の開館に向けて，琵琶湖博物館水族の立ち上げ作業全般を行う．また，2012年から琵琶湖博物館水族リニューアルに総括とし
て携わり，特に国内初となるバイカル湖の生き物（バイカルアザラシを除く）の常設展示を達成．この間，「古代湖展」，「南の島の魚たち」等企画展示を多数主催．

授業の概要・目的

日本人にとって魚類をはじめとする水産生物は，食の対象として古くから生活と密接に関わってきた．一方，金魚や錦鯉などの観賞魚を愛でるという文化も古くから存在する．そ
のため，水族館という施設は日本人にとってきわめて受け入れやすい施設だったものと考えられ，1882年に初めての水族館が上野動物園に創設されて以降，大小300件を優に
超える数の水族館施設が建設されてきた．ただ，この間水族館の役割や目的は，娯楽施設から社会教育施設，研究機関そして近年では希少生物の保護増殖のための機関と大
きく変貌してきている．この授業では，将来水族館あるいは生き物に関わる職業に就く上で重要となる，生物の進化や分類，生理，生態に加え，近年重要視されている生物多様
性や，人と生物との関わりについて知識を身につける．

授業の到達目標

生物について進化，分類，生理，生態等基本的な知識を身につけ，併せて生態系や人との関わりについても理解することで，水族館における生物の飼育や展示制作，さらには
社会教育活動を実践する基礎を身につける．

授業計画

生命の起源と進化 Ⅰ

生命の起源と進化 Ⅱ

水と大気の中に生きる生物

生物の分類と生理・生態（無脊椎動物(昆虫以外)）

生物の分類と生理・生態（昆虫）

生物の分類と生理・生態（魚類） Ⅰ

生物の分類と生理・生態（魚類） Ⅱ

生物の分類と生理・生態（脊椎動物（魚類以外）

遺伝子と生命の連鎖

魚類の繁殖戦略

生物の発生と成長

環境と生物群集

人間界の動物たち（家畜・ペット・外来生物）

人と飼育動物との関わり

学習内容の総括を行う．

準備学習・時間外学習 授業最後に出すその時間の授業内容に関係する課題について，調べ学習を行う．授業中に書き留めたメモを元に授業ノートを作成する．

教科書・テキスト テキスト：ECO業界で役立つ 基礎生物

参考書
中公新書 生物多様性「私」から考える進化・生態系 著：本川達雄 刊：中央公論新社/地球の住民たち 動物篇 著：久保田信 刊：紀伊民報/
魚の形を考える 編著：松浦啓一 刊：東海大学出版会/〈正義〉の生物学 著：山田俊弘 刊：講談社

評価方法・基準 評価の割合は基本的に筆記試験80％，出席率20％で，最高評価点数を100とする．

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

授業科目名 アニマルヘルスケア 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 動物の健康管理
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Animal Heaith Care
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
獣医師免許取得後、個人経営動物病院勤務医、企業動物病院院長として小動物臨床に従事。
また、専門学校においては愛玩動物看護師国家資格取得を目指す学生だけでなく、動物園・水族館での飼育員を目指す学生に対しても講義を
実施。獣医師の観点から、動物の健康管理や公衆衛生といった科目を通じ幅広く動物関係者の育成に注力している。

授業の概要・目的

動物飼育者として身につけるべき健康管理について解説する。飼育管理記録や食餌管理だけでなく、各種検査や疾病などの基礎を学び、異常がみられた際の対応を含めて幅
広い知識を習得する。それらを活かし、前期「動物の体のしくみ」で習得した知識も背景に置き、獣医学的知見に基づいた健康管理ができるようになることを目的とする。

授業の到達目標

日々の健康管理における要点だけでなく疾病や外傷に関する知識を身につけ、飼育動物の健康状態の異常を見逃さないような管理ができるようになる。
また、検査や治療が必要になった際に獣医師のサポートが適切に行えるようになる。

授業計画

健康管理の基本とその記録について理解する

血液検査（血球検査）の意義を理解する

血液検査（生化学検査）の意義を理解する

糞便検査の意義を理解する

尿検査の意義を理解する

画像検査の種類と特徴を理解する

その他の検査（病理検査等）の意義を理解する

薬剤投与の意義を理解する

ハズバンダリートレーニングの概要を理解する

食事管理の基本を理解する

外傷管理について理解する

腫瘍性疾患についての概要を理解する

感染症の概要を理解する

習熟度確認テスト

習熟度確認テスト解説・今期の授業振り返り

準備学習・時間外学習 教科書・参考書の該当箇所の確認、授業板書の復習

教科書・テキスト 新・飼育ハンドブック（水族館編1・5）

参考書 海獣診療マニュアル（学窓社）、イラストでみる動物の飼養管理

評価方法・基準 理解度をチェックするための期末試験を実施し、点数に応じ定量的に評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

授業科目名 アニマルヘルスケア 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 動物の体のしくみ
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Anatomy and Phisiology of Animals
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
獣医師免許取得後、個人経営動物病院勤務医、企業動物病院院長として小動物臨床に従事。
また、専門学校においては愛玩動物看護師国家資格取得を目指す学生だけでなく、動物園・水族館での飼育員を目指す学生に対しても講義を
実施。獣医師の観点から、動物の健康管理や公衆衛生といった科目を通じ幅広く動物関係者の育成に注力している。

授業の概要・目的

将来動物を扱う職に就く者にとって最低限必要な知識として、動物のからだの構造や各臓器・組織の機能を理解する。哺乳類の基本的な例として犬を中心に解説し、そこから比
較動物学的に他の動物種へ派生させ幅広い知識を身につけることを目的とする。

授業の到達目標

動物のからだを構成する臓器や組織について、概要を説明できるようになる。
また、動物の体調に異変があった際にどこに異常があるのかを察知し日々の健康管理に活用できるようになる。

授業計画

外皮系について理解する

消化器系（口腔・咽頭）について理解する

消化器系（食道・胃）について理解する

消化器系（小腸・大腸）について理解する

消化器系（肝臓・膵臓）について理解する

泌尿器系について理解する

呼吸器系について理解する

循環器系（心臓の構造・血管）について理解する

循環器系（心臓内血流・胎児循環）について理解する

内分泌系について理解する

神経系について理解する

感覚器（視覚）について理解する

感覚器（聴覚・嗅覚・味覚）について理解する

習熟度確認テスト

習熟度確認テスト解説・今期の授業振り返り

準備学習・時間外学習 教科書・参考書の該当箇所の確認、授業板書の復習

教科書・テキスト イラストで見る動物の体のしくみ

参考書 動物機能形態学・動物繁殖学（EDUWARD Press）、犬と猫のからだのしくみ（EDUWARD Press）

評価方法・基準 理解度をチェックするための期末試験を実施し、点数に応じ定量的に評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

演習 単位数

回 形態 回 形態

1 演習

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

授業科目名 イベント研究 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 オープンキャンパス
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Open　Campus
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
大阪コミュニケーションアート専門学校ドルフィントレーナー専攻卒業後、
アクアワールド茨城県大洗水族館にて5年間、海洋哺乳類（アシカ・アザラシ・ペンギン・ラッコ）の飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤
務。その後、みさき公園にて6年間、海洋哺乳類（イルカ・アシカ）・ペンギン・カワウソの飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤務。

授業の概要・目的

毎年1回開催される学園祭を通じ、企画、運営、予算管理を体験するとともに、人と協力して作業することの大切さを学びます。

授業の到達目標

イベントにおける企画や運営について説明できるようになる。簡単な予算管理ができるようになる。イベント運営を通じて他人との協調性を高める。

授業計画

オープンキャンパスとは？
オープンキャンパスの目的意義を学ぶ

企画会議①
グループワークでそれぞれ企画を立案し、企画書を作成する

企画会議②
各グループでプレゼンし、テーマを決める

運営会議①
役割分担・スケジュールを決め、運営委員中心に実行する

運営会議②
事前の準備や予算管理方法を学ぶ

実施準備
制作物の作成①

実施準備
制作物の作成②

実施準備
接遇のトレーニング

実施準備
装飾デザインを学ぶ

実施前日準備
救急代作・避難経路の確認など安全対策を学ぶ

イベント日①
1日目　実施と反省

イベント日②
2日目　実施と反省

後片付け
アンケート集計

振り返り
アンケート結果によりイベントの振り返りと反省会

総括
次年度の申送り書作成

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

成績評価 合格の場合、成績評価は「S」とする



2026 配当年次

演習 単位数

回 形態 回 形態

1 演習

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

授業科目名 イベント研究 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 スポーツフェスタ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Sports Festa
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
大阪コミュニケーションアート専門学校ドルフィントレーナー専攻卒業後、
アクアワールド茨城県大洗水族館にて5年間、海洋哺乳類（アシカ・アザラシ・ペンギン・ラッコ）の飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤
務。その後、みさき公園にて6年間、海洋哺乳類（イルカ・アシカ）・ペンギン・カワウソの飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤務。

授業の概要・目的

スポーツフェスタは大阪ECO動物海洋専門学校が毎年1回開催する体育大会のことであり、学生が主体となって実行されている。学生は競技種目の選定、ルール作り、各種備品
の調達等を行うとともに、実行委員会を設置し大会の企画や運営を行う。

授業の到達目標

スポーツフェスタの企画に参加することで、協調性、団結力、マネジメント力を高める。
事前のトレーニングを通じて体力を養う。簡単な救急救命法や人体の構造等について説明できるようになる。

授業計画

スポーツフェスタとは？
意義や目的を学ぶ

企画会議①
過去どんな競技をしてどんな準備が必要でどんな効果があったかを学ぶ

企画会議②
各グループにわかれ、スポーツフェスタの企画書を作成し、プレゼンをする

企画会議③
競技種目や内容を決定し役割分担、スケジュールを作成する

企画会議④
競技のルール確認、安全な運営をするために具体的に作業していく

実施準備①
クラスで着る衣装・応援旗などの作成

実施準備②
競技で使用する掲示板・道具などを作成する

実施準備③
当日のパンフレット作成

安全運営対策①
怪我・事故防止のため、校内でのストレッチ・体力増強運動を実行

安全運営対策②
AED、救急救命法をインストラクターから学ぶ

安全運営対策③
事前に救急病院など調べて緊急対応にそなえる

安全運営対策④
人と動物との体のしくみ等を比較して学び、動物学校の特色を出して学ぶ

前日準備
運営がスムーズに進むよう準備をする

実施日
スポーツフェスタの運営をする

総括
反省会をして次回につながるように記録を残す

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

成績評価 合格の場合、成績評価は「S」とする



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

授業科目名 エコロジー概論 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 次世代のための環境教育
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Environmental Study for Next Generation
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
御蔵島においてドルフィンスイムの関するガイド業務に１０年間従事し、野生イルカの行動観察や来訪者対応、安全管理などの業務経験を有す
る。また、一部の調査活動にも関わり、野生化におけるイルカの生態などについて理解を深めてきた。これらの経験をもとに、現場で求められる
観察力や安全意識、動物管理について指導する。

授業の概要・目的

本授業では、海洋生物や海洋環境について基礎から学び、現在の海洋環境問題や野生動物の現状について理解することを目的とする。特に、イルカやクジラ、ペンギン、鰭脚
類などの海洋の野生動物を題材とし、人間との関わりや環境問題について考える。また、野生化での生態や行動を理解することで、飼育動物への理解や動物福祉、環境エンリッ
チメントの考え方へと繋げる。ディスカッションや発表を通して、自分で考え行動する力を養い、将来の進路や職業観の形成にも繋げる。

授業の到達目標

①海洋生物や海洋環境の基礎知識を理解し、説明できる。②野生動物と人間との関わりについて説明できる。③環境問題について自分の意見を述べることができる。④グルー
プワークや発表を通して、他者と協働できる。⑤学んだ内容を将来の進路や職業に結びつけて考えることができる。

授業計画

ガイダンス・自己紹介

御蔵島のイルカについて

オンライン講義(外部講師・日程調整中)

イルカ・クジラのくらしと論文紹介

ペンギン・ひれあし類のくらしと論文紹介

海洋環境問題①

海洋環境問題②

オンライン講義(外部講師・日程調整中)

論文購読①(内容理解・グループワーク)

論文購読②(グループワーク・発表)

海洋環境問題(グループワーク)

海洋環境問題(発表)

映像視聴(海洋野生動物)

環境エンリッチメント・野生と飼育の違い

後期学習内容の総括を行う。

準備学習・時間外学習
授業内容の復習を行うとともに、関心を持った海洋生物や環境問題について調べること。また、グループワーク・発表やレポート作成に向けた準
備を行うこと。

教科書・テキスト 特に指定しない。必要に応じて資料を配布する。

参考書 海洋生物図鑑、環境問題に関する入門書などを適宜紹介する。

評価方法・基準 授業参加態度(２０％)、授業の課題(１０％)、発表(２０％)、試験レポート(５０％)の４観点から総合的に評価する。各評価項目についてはルーブリックに基づいて評価を行う。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 ダイビング演習
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Diving
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
ダイビングスクールノリスに14年勤務、内12年間は店長業務に携わり、経営を学ぶ。2010年にPADI最高峰のランクコースディレクターを取得。
2017年7月株式会社カナウ（ダイビングスクールKANAU）を設立。シニアダイバーを中心に講習を行い,リピータさん中心の店舗運営を行う。
高知県うぐる島の生態調査に特に力を入れて2022年NHKさわやか自然百景水中映像ガイドを担当。世界各所の引率経験有り。

授業の概要・目的

普段では感じる事のできない、感動を水中で学んで頂き、生徒一人一人の感受性を更に豊かにし、その感動をまた次の世代に伝える事のできる人材の育成。
また、PADI・OWライセンスを取得するだけではなく、社会に出た時に必要な礼儀、挨拶、整理、整頓など基本的な事を教えていきます。

授業の到達目標

安全第一にPADI・OWライセンスを楽しみながら取得。発行されたカードがただのプラスチックカードにならいように、どこに潜りに行っても恥ずかしくない安全管理能力・知識・経
験が
備わったダイバーへ

授業計画

自己紹介、器材セッティング、器材の必要性を伝える

ＯＷマニュアル１章、２章、器材セッテイング

プールにてスキンダイビグ　練習　器材の必要性を学
ぶ

ＯＷマニュアル１章、２章、器材セッテイング

ファイナルエグザム、器材セッテイング試験

限定水域ダイビング、エントリースクーバ無、器材の装着と準備,水
中で呼吸、レギュレータリカバリー、半分に水を入れてマスククリア,
バックアップ空気源の使い方、ハンドシグナル

プレダイブセフティーチェック、スノーケルクリア、スノーケル/レギュレータ交換、スクーバ器材を付け
て水面移動、ファイブステップ潜降,マスク無しで呼吸、マスク脱着、BCDにオーラルで空気を入れる、
水面で適正ウェイト、エア切れ練習

ファイブステップ浮上、水面でウェイト取り外し、
キックリバース,パワーインフレータの取り外し、エア切れの
練習、
中性浮力で泳ぐ、足がつった時の治し方、疲労ダイバー曳行,フリー
フローレギュレータからの呼吸、
コントロールされた緊急スイミングアセント浮上

水中でのホバリング、スクーバユニット脱着、
水中・水面でのウェイトシステム脱着.バディーシステム、プレダイブセーフ
ティーチェック,器材のありがたさを教える為のトレーニング

器材洗浄、干し方、収納方法を教える,スキンダイビング、サーフェス
ダイブ、スノーケルクリア（ブラスト法とディスブラスト法）、全て達成
条件をクリアするまで行う

水中・水面でのフロート上げ、圧平衡、水中移動、ＯＷダイブ、プレ
ダイブセーフティーチェック、浮力チェック、
コントロールされた潜降、水中ツアー

足がつった時の治し方、自分とバディ、パワーインフレータを使って中世浮
力、全部に水を入れてマスククリア、バックアップ空気源、静止と浮上、水中
でウエイト取り外し、水中ツアー

浮力コントロール、オーラルを使って中世浮力、コント
ロールされた緊急スイミングアセント、水面ウェイト脱
着、水面スクーバ脱着
マスク、フィン、スノーケルを使用して800mスイム,器材洗浄、干し方、収納方
法を教える,ボートダイビング、ボートダイビングのマナー・やり方を教える、
ディープウォータエントリー、エキジット方法

準備学習・時間外学習 必要書類の記入（保護者サイン）、病歴診断チェック

教科書・テキスト PADI・OWマニュアル

参考書 PADI・AOWマニュアル

評価方法・基準 PADI・OWダイバー取得で80％、出席率で22％で最高評価点数を100とする

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 ドルフィントレーニングⅠ
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Dolphin Training Ⅰ
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
大阪コミュニケーションアート専門学校ドルフィントレーナー専攻卒業後、
アクアワールド茨城県大洗水族館にて5年間、海洋哺乳類（アシカ・アザラシ・ペンギン・ラッコ）の飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤
務。その後、みさき公園にて6年間、海洋哺乳類（イルカ・アシカ）・ペンギン・カワウソの飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤務。

授業の概要・目的

研修時に必要となる挨拶返事・時間管理・質問の仕方・言葉遣いや敬語など研修生としての心得を学ぶ。
水族館・イルカ触れ合い施設にて働く上で必要なプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力・レポートを用いた文章を書く能力・発想力などを養う。

授業の到達目標

業界のジャンルや動向に関する理解を深めるとともに、就職活動における基本的な心構えを習得する。

授業計画

ガイダンス①(引率生紹介・ドルフィンベェイス実習概要)

ガイダンス②(班の役割決め・レポート作成指導)

ガイダンス③(挨拶・返事指導・質問の仕方指導・捕鯨事前
学習)

捕鯨の歴史について

ガイダンス④(捕鯨事後学習プレゼンテーション)

レクリエーション①生き物、業界について

レクリエーション②生き物、業界について

業界訪問　実践①ドルフィントレーニング（サイン覚え）

業界訪問　実践②ドルフィントレーニング（調餌・給餌につい
て）

業界訪問　実践③ドルフィントレーニング（サイン出し）

レクリエーション③生き物、業界について

レクリエーション④捕鯨についてのディスカッション

業界訪問　見学　（捕鯨の歴史、様々な鯨類について）

業界訪問　見学　（捕鯨の歴史、様々な鯨類について）

ベェイス実習振り返り(ベェイス実習全体の振り返り)

準備学習・時間外学習 適宜、課題を与える

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 評価の割合…出席50%、提出物50%、

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義・演習

2 講義 17 講義・演習

3 講義 18 講義・演習

4 講義 19 講義・演習

5 講義 20 講義・演習

6 演習 21 講義・演習

7 演習 22 講義・演習

8 演習 23 講義・演習

9 演習 24 講義・演習

10 演習 25 講義・演習

11 演習 26 講義・演習

12 講義 27 講義・演習

13 講義 28 講義・演習

14 講義 29 講義・演習

15 講義 30 講義・演習

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 トレーニング理論
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Theory of Training
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要

北海道大学卒業後、ワールドドルフィンリゾート及びワールド牧場にて3年間、ハンドウイルカ、オキゴンドウ、ハナゴンドウ、ケープペンギン、マゼ
ランペンギン、フンボルトペンギンの飼育業務・ふれあい担当としてトレーナー勤務。その後、パラオ共和国 Dolphins Pacificにて7年間、ハンドウ
イルカの飼育業務・ふれあい・ドルフィンスイム・ドルフィンダイブ担当としてトレーナー勤務。2026年現在、ドッグトレーナーとして獣医師、グルー
マー、トレーナーに犬のハズバンダリートレーニングの実践指導を行っている。

授業の概要・目的

オペラント条件づけやハズバンダリートレーニングを中心に、学習理論の基礎となる用語の理解を深め、水族館等で飼育されている海獣類のトレーニングにおける背景（理論）を
学ぶ。

授業の到達目標

オペラント条件づけ、Choice and Control、消去、般化と弁別など、学習における基本的な理論を学ぶ。

授業計画

ラベリングと循環論【オンデマンド】 消去【オンデマンド】

同意行動（スタートボタン/ストップボタン）【オンデマン
ド】

般化/弁別【オンデマンド】

オペラント条件づけ（正/負）【オンデマンド】 シェイピング①【オンデマンド】

オペラント条件づけ（強化/弱化）【オンデマンド】 シェイピング②【オンデマンド】

正の弱化の副作用【オンデマンド】 脱感作①【オンデマンド】

PORTL①【対面】 PORTL⑦【対面】

PORTL②【対面】 PORTL⑧【対面】

PORTL③【対面】 PORTL⑨【対面】

PORTL④【対面】 PORTL⑩【対面】

PORTL⑤【対面】 PORTL11【対面】

PORTL⑥【対面】 PORTL12【対面】

Choice and Control①【オンデマンド】 脱感作②【オンデマンド】

Choice and Control②【オンデマンド】 脱感作③【オンデマンド】

試験週【オンデマンド】 試験週【オンデマンド】

試験解説/振り返り【オンデマンド】 試験解説/振り返り【オンデマンド】

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業内容理解し適宜メモを取る。

教科書・テキスト なし。

参考書 Animal Training (Ken Ramirez)　行動分析学入門（産業図書）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験８０％、出席率２０％で、最高評価点数を１００とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 海洋活動
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Marin Activity
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
大阪コミュニケーションアート専門学校ドルフィントレーナー専攻卒業後、
アクアワールド茨城県大洗水族館にて5年間、海洋哺乳類（アシカ・アザラシ・ペンギン・ラッコ）の飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤
務。その後、みさき公園にて6年間、海洋哺乳類（イルカ・アシカ）・ペンギン・カワウソの飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤務。

授業の概要・目的

水族館での学習を通じ、人と海洋生物・自然環境の在り方を知ると同時に、
水族館での学習をはじめ、イルカ触れ合い施設での動物の飼育業務・管理・トレーニングを総合的に学ぶ。またトレーナーとして働く上で必要となる基礎用語・業務を理解し、
イルカ触れ合い施設での作業やドルフィントレーニング実践にて知識を得る。

授業の到達目標

飼育業務に関する基本的な用語を理解する。
飼育業務が説明できるようになる。
動物トレーナーとして働く上で、海の環境問題や自然環境の在り方を述べられるようになる。

授業計画

授業概要 イルカ触れ合い施設での演習事前学習

動物トレーナーとしての業務である、飼育施設の掃除
や飼育動物の餌料を理解する。

イルカ触れ合い施設での演習事前学習

動物トレーナーの業務である餌料準備や給餌を理解す
る。

イルカ触れ合い施設での演習（掃除）

飼育動物の体温測定や採血など様々な健康管理を知
る。

イルカ触れ合い施設での演習（掃除）

飼育動物の健康管理について説明できるようになる イルカ触れ合い施設での演習（施設管理）

動物トレーナーとして飼育動物の病気や投薬について
理解する。

イルカ触れ合い施設での演習（施設管理）

動物のトレーニングについて① イルカ触れ合い施設での演習（接客）

動物のトレーニングについて② イルカ触れ合い施設での演習（接客）

動物のトレーニングについて③ イルカ触れ合い施設での演習（飼育動物の行動観察）

動物のトレーニングについて④ イルカ触れ合い施設での演習（飼育動物の行動観察）

業界研修時の履歴書作成やスケジュール管理につい
て学ぶ。

イルカ触れ合い施設での演習（飼育動物の行動観察）

業界研修時の言葉遣いや態度について学ぶ。 イルカ触れ合い施設での演習（調餌）

業界研修時の目標設定や人脈構築について学ぶ。 イルカ触れ合い施設での演習（調餌）

業界研修の経験を効率的に就職活動に活かす方法を
学ぶ。

イルカ触れ合い施設での演習（調餌）

授業統括 授業統括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業内容理解し適宜メモを取る。

教科書・テキスト なし。

参考書 改訂版　新・水族館飼育ハンドブック（第1章～５章）

評価方法・基準 評価の割合：出席５０％、提出物５０％

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 海洋哺乳類Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Marine Mammal Science Ⅰ
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要

2024年3月に近畿大学博士後期課程を満期単位取得退学。2022年4月から人間環境大学にて大学実習助手および非常勤講師を務める。2016
年年度～2021年度には御蔵島において野生ミナミハンドウイルカの個体識別調査員midoに所属し、水中でイルカの撮影を行い、個体識別をして
いた。海洋哺乳類の研究は野生下と飼育下の両方においてイルカの社会的性行動について研究を行っている。陸生動物ではコツメカワウソやラ
イオンなどを対象にエンリッチメントに関する行動の研究を行っている。

授業の概要・目的

本講義の対象種である海洋哺乳類は、日本近海にも多数生息し、水族館やホエールウォッチング、ドルフィンスイムなどでも身近な存在であり、様々な地域で重要な観光資源と
なっている。しかしながら、近年、野生動物の観光利用は厳しい立場に立たされつつある。また、人間活動などが原因で、過去に生息数を大きく減少したために保護を必要とする
種や、絶滅してしまった種が存在する。こうした現状において、将来、水族館やホエールウォッチングの現場などを含め、野生動物と関わる職種への就職を目指す学生は、対象
動物に対する知識を身につけ、一般客へそれを伝えられるようになる必要がある。本開講科目では、海洋哺乳類の分類、進化、体の構造、生理といった基礎情報に加え、生態、
社会、行動、認知などについて習得する。また、保全や飼育に対する世論についても知識を深める。

授業の到達目標

水族館飼育員およびウォッチングガイドなどに必要な海洋哺乳類の基礎生態を説明できるようになる。具体的には、分類、進化および水中適応について概説できるようになる。
また代表的な種について、分布、食性、繁殖、成長および社会などについて解説できるようになる。生息状況が悪化した海洋哺乳類を中心に、その原因や保全について論じるこ
とができるようになる。人と鯨類の関わりの歴史や飼育などの観光利用に関する現状を説明できるとともに、それらについて自分の考えを述べることができるようになる。

授業計画

海棲哺乳類とは
分類、系統、学名の概要について知る

鯨類の餌と摂餌生態について知る

進化
鯨類の進化について知る

海洋哺乳類の回遊や生息地利用について知る

ヒゲクジラ
ヒゲクジラの分類を知る

海洋哺乳類の繁殖生理（生殖器、生殖腺、排卵、妊娠）について知る

大型ハクジラ
大型ハクジラの分類を知る

海洋哺乳類の繁殖行動・戦略について知る

小型ハクジラ
小型ハクジラの分類を知る

海洋哺乳類の生活史と社会の特徴を知る

鰭脚類
鰭脚類の進化・分類について知る

ハクジラの生活史と社会（単独と持続的集団）について知る

その他の海洋哺乳類
その他の海洋哺乳類の進化・分類について知る

ハクジラの生活史と社会（母系）について知る

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき(外部形態、各部位
の役割、計測、臓器)について知る

海洋哺乳類のこころ・認知について知る

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき(脳、嗅覚、触覚、
視覚)について知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：捕る

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（骨格、筋肉、遊
泳）について知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：混獲

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（皮膚、体温調整、
体色）について知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：保護

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（耳、聴覚、鳴音）に
ついて知る

海洋哺乳類とヒトとの関わり：保全

海洋哺乳類の体のつくりとはたらき（コミュニケーショ
ン、エコーロケーション）について知る

トレーニング

鰭脚類・海牛類などの餌と摂餌生態について知る 社会的性行動

前期内容振り返り 後期内容振り返り

準備学習・時間外学習
準備学習：1つ前の授業での内容を再確認する。
時間外学習：授業で示された重要事項を資料を用いて復習する。疑問点があれば質問する。

教科書・テキスト なし

参考書 海棲哺乳類大全 田島木綿子・山田格 監修 緑書房

評価方法・基準 筆記試験90％　出席点10％

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 魚類研究
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Fish Biology
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要 大学・大学院で魚類学を専攻。希少淡水魚の保全・調査活動。研究機関や環境コンサルタント等の就労経験。

授業の概要・目的

魚類の体の構造や生理機能等について、知識を深める。

授業の到達目標

魚類の体の構造や生理機能等について、網羅的に理解する。

授業計画

魚類の世界１ 排出器官と浸透圧調節１

魚類の世界２ 排出器官と浸透圧調節２

体形と測定方法 内分泌１

体形と遊泳様式 内分泌２

体表の構造１ 神経系

体表の構造２ 受容器と感覚１

骨格筋と発電器 受容器と感覚２

浮力調節機構 生殖器と繁殖１

骨格１ 生殖器と繁殖２

骨格２ 卵発生と孵化

摂食と消化系１ 仔稚魚と変態

摂食と消化系２ 魚類の分類体系１

鰓呼吸１ 魚類の分類体系２　／　後期試験

鰓呼吸２　／　前期試験 魚類の分類体系３

循環系と血液 魚類の分類体系４

準備学習・時間外学習 予習は必要無いが、復習は適宜行うことが望ましい。

教科書・テキスト 岩井保『魚学入門』恒星社厚生閣（興味がある場合は購入が望ましいが、必須ではない）

参考書 会田勝美ほか『増補改正版魚類生理学の基礎』恒星社厚生閣、岩井保『水産脊椎動物Ⅱ魚類』恒星社厚生閣

評価方法・基準 評価の割合は、筆記80％、出席20％で、最高評価点数を100点とする。									

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 水生生物の飼育
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Aquatic Animals and Plants Rearing
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
1980年5月から約35年間、主に大阪府水産課に勤務し、栽培漁業や資源管理業務に従事する。この間に約10年間、関西国際空港㈱等に出向
し、海域生物や海域環境修復の調査・研究を行う。2016年4月～2021年3月まで、(公財)大阪府漁業振興基金　栽培事業場長として魚類の飼育・
繁殖を行ってきた。

授業の概要・目的

水生生物の飼育は、水族館をはじめ近年では一般家庭でも普及しており、「心の安らぎ」「癒し」「自然との親しみ」という観点から関心が高まり、それ故、飼育・管理に携わろうと
する人たちは、正しい知識と技術が求められている。
本講義では、水生生物飼育の専門知識を学ぶことで、自己研鑽に務め、生物が持つ普遍性と多様性の意義を理解し、環境との関わりや人間活動が魚類や生態系に及ぼす影響
についても知ることを目的とする。

授業の到達目標

飼育水の管理に始まり、水生生物の飼育・繁殖がどのように行われているのかを知る。本講義において聴講した内容をもとに実習等での理解度が高まり、正しい専門知識が身
に付く。水族館等へ就職を目指す学生は、飼育現場で即対応することができるようになる。

授業計画

水生生物ってどんな生き物か。を理解する。 飼育水の殺菌等について理解する。

水生生物飼育の基本（魚類を中心に）について理解する。 餌料（生餌）について理解する。

水生生物管理の基本（魚類を中心に）について理解する。 餌料（冷凍・人工）について理解する。

水生生物の分類、生活型について理解する。 水族の収集について理解する。

水生生物の生理（浸透圧）について理解する。 水族の輸送について理解する。

水生生物の生理（呼吸）について理解する。 保存（保管）について理解する。

水生生物の生息（飼育）環境について理解する。 水生生物の生殖について理解する。

水生生物の生態（共生）について理解する。 水生生物の繁殖について理解する。

飼育水について理解する。 餌料生物の生産について理解する。

飼育水（測定等）について理解する。 水生生物（魚類）の病気と防疫について理解する。

飼育水の入手について理解する。 水生生物（鯨類）の病気と防疫について理解する。

飼育水の汚れについて理解する。 水生植物の役割等について理解する。

飼育水のろ過について理解する。 展示について理解する。

飼育設備について理解する。 希少魚の保護増殖について理解する。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

準備学習・時間外学習 適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書
観賞魚飼育・管理士ハンドブック 日本観賞魚振興事業協同組合/改訂版 新・飼育ハンドブック 水族館編全5巻 公益社団法人 日本動物園水族
館協会/大人のための水族館ガイド 錦織一臣監修 ・編著 養賢堂

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験80％・平常点20％で、最高評価を100点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 水生動物生理学
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Aquatic Animal Physiology
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
学生時代は水産増殖学を専攻し,卒業研究はアツモリウオの繁殖行動、卵内発生についてまとめた。また大学在学中に須磨水族館でアルバイト
し、魚類を中心とする水族の飼育を担当した。日本動物植物専門学院勤務時に魚類を中心とした動物の飼育指導、解剖実習、標本作成実習を
計画、実行した。2009年より当校で非常勤講師を継続中である。

授業の概要・目的

学生達が将来的に関わるであろう動物の飼育管理において、観察などによって得られる情報から対象生物の健康状態や栄養状態を把握し、種の保存を達成しなければならな
い。そのために代表的な水生動物の体内構造・機能を知ることで、対象生物の基礎的な恒常性が理解でき、現状を類推できるようになる。つまり動物の生理を学ぶことは対象生
物の体調管理、健康管理に役立ち、飼育、繁殖時の即戦力となるちからを手にすることができるようになる。

授業の到達目標

代表的な水生動物の生理について説明できるようになる。健康状態を把握し、恒常性を保つ補助を類推し実行できるようになる。繁殖を目指したときに総合的に準備・実行できる
ようになる。

授業計画

水生動物各綱の基礎的な構造を確認する 腎臓と浸透圧調節

外部形態① 泌尿器系

外部形態② 感覚器官と神経系①　魚類

外部環境と適応　恒常性 感覚器官と神経系②　鯨類

表皮・鱗 脳と内分泌系①

骨格系① 脳と内分泌系②

骨格系② 生殖器系①

レポート課題（前期試験）発表・作成方法説明 生殖器系②

消化機能と代謝① 性成熟と繁殖①

消化機能と代謝② 性成熟と繁殖②　後期試験（レポート）課題発表

消化機能と代謝③ 繁殖行動

鯨類の飼育例 卵の生理・卵内発生

呼吸と血液循環① 仔の発達①　消化機能

呼吸と血液循環②　レポート試験提出 仔の発達②　レポート試験提出

レポート試験　返却　前期総括 レポート試験返却　総括

準備学習・時間外学習
準備：水生動物について、経験や書籍、ネットから様々な情報を集めておく
時間外学習：授業中に取ったメモを、参考書・文献などを利用し自分だけのノートを作成する

教科書・テキスト なし

参考書 イラストでみる動物のからだのしくみ／新・飼育ハンドブック　水族館編

評価方法・基準 レポート試験で評価する。基準は科学論文の書き方に準拠していることを基本に内容の完成度で評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義 単位数

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義

9 講義

10 講義

11 講義

12 講義

13 講義

14 講義

15 講義

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 コミュニケーションスキル
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Commnication Skills
授業形態 1

内容 内容

講師名

実務経験概要
フリーアナウンサーとして約30年、テレビ・ラジオ・イベント等で活動。コミュニケーションが必須であるトークショーやインタビューが得意分野。
現在は現役でありながら、後世の教育に従事。大学、専門学校、企業等に向けて、コミュニケーションの大切さ伝える講師として15年目。

授業の概要・目的

人生においてコミュニケーションは必須。普段の人間関係はもちろん、在学時のアルバイト、更に社会に出る時には企業側からの欲しい人材として
「コミュニケーション能力の高さ」がここ数年ナンバーワンに掲げられている。どの職業においてもベースとなるコミュニケーション能力。
身に付けることで何よりも自分が生きやすくなり、自身の身を守る大きなツールとなる。
専門分野を学ぶ学生達ではあるが、人間関係を良好に育み、ストレスのない社会生活に向けて是非、参加意識を持って受講をお願したい。
授業は参加型であり「楽しく学ぶ」がモットー。

授業コンセプトテーマ「もう一度逢いたい人になる」

授業の到達目標

①コミュニケーションがなぜ必要かを理解し、意識する習慣が出来ている　②伝えたいことを伝わるように伝えることが出来る　　③ビジネスマナーの基本を習得

授業計画

本授業の説明
コミュニケーション能力とは。意識と経験の大切さ
コミュニケーションパズルゲーム

コミュニケーションの定義。（バーバル・ノンバーバル）
会話のプロセス。表情と言葉の優位の体感ワーク

話す聞く。
傾聴（ペーシング・ミラーリング・バックトラッキング・キャリブレーション）

「グループ」とはどのようなものか
ソーシャルタイプ　挨拶の意味　肯定と否定の言葉

質問の種類。上手な頼み方と断り方。アサーティブな主張。

報告連絡相談・伝え方（ＰＲＥＰ法ワーク）・会議ミーティング・交渉説得

自己分析自己理解。

プレゼンテーション。言葉を扱う（早口言葉ニュース・CMナレーション）

アンガーマネジメント。リフレイム法。自分の怒りワーク。

社会的スキル（マナーの意味・挨拶・名刺の渡し方・敬語）

電話応対、訪問、謝罪

ビジネスメール、文書、SNS、手紙

席次・接客　試験範囲

前期試験
前期総括まとめ

サービスマインド　メンタルヘルス

準備学習・時間外学習 毎授業の内容を自宅学習と実践の指示を与える。

教科書・テキスト コミュニケーションスキルアップ検定

参考書

評価方法・基準 筆記試験、出席率、平常点 

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 進級研究 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 業界研修
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Business internship
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
大阪コミュニケーションアート専門学校ドルフィントレーナー専攻卒業後、
アクアワールド茨城県大洗水族館にて5年間、海洋哺乳類（アシカ・アザラシ・ペンギン・ラッコ）の飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤
務。その後、みさき公園にて6年間、海洋哺乳類（イルカ・アシカ）・ペンギン・カワウソの飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤務。

授業の概要・目的

卒業年度に学生が目指す業界の企業またはそれに準ずる組織・施設・個人等（以下企業という）で研修（インターンシップ）を行う。このカリキュラムは業界のプロフェッショナルに
なるという大きな目標の前に、社会人とは何かを実際の現場で学ぶことを目的としている。

授業の到達目標

①学生の業界へのイメージと現実とのギャップを軽減させる。
②実際の業界現場での研修を通じ、仕事の流れや職場でのコミュニケーションを学ぶ。
③社会の成り立ち、社会人としてのマナーやルールを実体験で学ぶ。
④自らの「キャリア」をデザインできる。

授業計画

講義：インターンシップとは、参加の意義を知る 講義：インターンシップ参加における目的・目標の設定

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

報告会 報告会

報告会 報告会

準備学習・時間外学習 企業研究、業界研修（インターンシップ）希望先の選定活動やレポート作成など

教科書・テキスト 業界研修日報、業界研修ノートなど配布資料による。

参考書 キャリアセンターの参考情報

評価方法・基準 研修先業務の完全遂行、講義参加、報告会での発表、レポート提出が単位取得の条件となる。 【成績評価】レポート内容、報告会、インターンシップ先企業の評価を総合して評価する。

成績評価 合格の場合、成績評価は「S」とする



2026 配当年次

講義・演習 単位数

回 形態 回 形態

1 講義・演習

2 講義・演習

3 講義・演習

4 講義・演習

5 講義・演習

6 講義・演習

7 講義・演習

8 講義・演習

9 講義・演習

10 講義・演習

11 講義・演習

12 講義・演習

13 講義・演習

14 講義・演習

15 講義・演習

授業科目名 進級研究 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 進級研究
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Promotion Study
授業形態 2

内容 内容

講師名

実務経験概要
大阪コミュニケーションアート専門学校ドルフィントレーナー専攻卒業後、
アクアワールド茨城県大洗水族館にて5年間、海洋哺乳類（アシカ・アザラシ・ペンギン・ラッコ）の飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤
務。その後、みさき公園にて6年間、海洋哺乳類（イルカ・アシカ）・ペンギン・カワウソの飼育業務・ショー運営担当としてトレーナー勤務。

授業の概要・目的

本授業では、進級研究の役割分担や発表内容の検討を重ね、発表物の制作を進めることで、企画力・表現力を養う。中間報告や進級レポートの作成を通じて、研究の振り返りと
今後の課題を明確にする。卒業進級制作展で発表を行い、レポートとして成果をまとめる。

授業の到達目標

進級研究の内容について口頭で分かりやすく説明できるようになる。
進級研究の内容について文章で分かりやすく説明できるようになる。

授業計画

進級課題のテーマ選定

進級課題のテーマ選定

進級課題のテーマ選定

進級課題のテーマ選定

進級課題のテーマ選定

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

卒業進級制作展への参加

進級課題の制作

進級課題の制作

進級課題の制作

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 専門基礎科目テキスト4冊／株式会社　滋慶出版

評価方法・基準 レポートによる評価

成績評価 合格の場合、成績評価は「S」とする



2026 配当年次

演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 演習 演習

2 演習 講義・演習

3 演習 講義・演習

4 演習 講義・演習

5 演習 講義・演習

6 演習 講義・演習

7 演習 講義・演習

8 演習 講義・演習

9 演習 講義・演習

10 演習 講義・演習

11 演習 講義・演習

12 演習 講義・演習

13 演習 講義・演習

14 演習 講義・演習

15 演習 講義・演習

授業科目名 イベント研究 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 オープンキャンパス
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Open　Campus
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

毎年1回開催される学園祭を通じ、企画、運営、予算管理を体験するとともに、人と協力して作業することの大切さを学びます。

授業の到達目標

イベントにおける企画や運営について説明できるようになる。簡単な予算管理ができるようになる。イベント運営を通じて他人との協調性を高める。

授業計画

オープンキャンパスとは？
オープンキャンパスの目的意義を学ぶ

企画会議①
グループワークでそれぞれ企画を立案し、企画書を作成する

企画会議②
各グループでプレゼンし、テーマを決める

運営会議①
役割分担・スケジュールを決め、運営委員中心に実行する

運営会議②
事前の準備や予算管理方法を学ぶ

実施準備
制作物の作成①

実施準備
制作物の作成②

実施準備
接遇のトレーニング

実施準備
装飾デザインを学ぶ

実施前日準備
救急代作・避難経路の確認など安全対策を学ぶ

イベント日①
1日目　実施と反省

イベント日②
2日目　実施と反省

後片付け
アンケート集計

振り返り
アンケート結果によりイベントの振り返りと反省会

総括
次年度の申送り書作成

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

成績評価 合格の場合、成績評価はSとする。



2025 配当年次

演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 演習

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

授業科目名 イベント研究 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 スポーツフェスタ
開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Sports Festa
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

スポーツフェスタは大阪ECO動物海洋専門学校が毎年1回開催する体育大会のことであり、学生が主体となって実行されている。学生は競技種目の選定、ルール作り、各種備品
の調達等を行うとともに、実行委員会を設置し大会の企画や運営を行う。

授業の到達目標

スポーツフェスタの企画に参加することで、協調性、団結力、マネジメント力を高める。
事前のトレーニングを通じて体力を養う。簡単な救急救命法や人体の構造等について説明できるようになる。

授業計画

スポーツフェスタとは？
意義や目的を学ぶ

企画会議①
過去どんな競技をしてどんな準備が必要でどんな効果があったかを学ぶ

企画会議②
各グループにわかれ、スポーツフェスタの企画書を作成し、プレゼンをする

企画会議③
競技種目や内容を決定し役割分担、スケジュールを作成する

企画会議④
競技のルール確認、安全な運営をするために具体的に作業していく

実施準備①
クラスで着る衣装・応援旗などの作成

実施準備②
競技で使用する掲示板・道具などを作成する

実施準備③
当日のパンフレット作成

安全運営対策①
怪我・事故防止のため、校内でのストレッチ・体力増強運動を実行

安全運営対策②
AED、救急救命法をインストラクターから学ぶ

安全運営対策③
事前に救急病院など調べて緊急対応にそなえる

安全運営対策④
人と動物との体のしくみ等を比較して学び、動物学校の特色を出して学ぶ

前日準備
運営がスムーズに進むよう準備をする

実施日
スポーツフェスタの運営をする

総括
反省会をして次回につながるように記録を残す

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

成績評価 合格の場合、成績評価はSとする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 エコ教養Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Human studyⅡ
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

本授業では、本校キャリアセンターのスタッフによる就職セミナーを実施する。水族館、博物館、漁業などの業界の識者による講演会を開催する。水族館や博物館などの視察を
通じて、それら業界の現状について解説する。本校のオープンキャンパスやスポーツフェスタを題材に、イベントの準備や計画について指導する。随時、担任より各種連絡を行
う。学生は目指す業界に就職するために、社会人基礎力を養うことを目的とする。就職セミナー、業界の識者による講演、業界の視察、各種イベントの計画・準備等を通じて、海
洋生物の保護にかかわる業界（水族館、環境アセスメント、マリンスポーツ、漁業など）へ就職を目指すものとして必要な教養やビジネススキルを身につける。

授業の到達目標

業界のジャンルや動向について説明できるようになる。就職活動における基本的な心構え、最低限のビジネスマナーを習得する。卒業進級制作展における進級発表物を製作
し、2年間かけて学んできたことの要点を説明できるようになる。

授業計画

就職セミナー1：春期休暇におけるインターンシップの反省 施設見学：博物館・水族館等を視察する。

就職セミナー2：業種・職種等について 施設見学：博物館・水族館等を視察する。

就職セミナー3：合同企業説明会について 施設見学：博物館・水族館等を視察する。

就職セミナー4：履歴書の作成 施設見学：博物館・水族館等を視察する。

スポーツフェスタの企画・運営：スポーツフェスタにおける役割分担・
競技種目などについて打ち合わせを行う。

学園祭の企画・運営：学園祭における役割分担・競技種目などにつ
いて打ち合わせを行う。

就職セミナー5：ビジネスマナー（敬語・挨拶・名刺交換など） 就職セミナー：ビジネスマナーについて学ぶ

就職セミナー6：ビジネスマナー（身だしなみ・訪問のマナーなど） 就職セミナー：ビジネスマナーについて学ぶ

就職セミナー7：ビジネスマナー（メール・手紙など） 卒業進級制作展の準備：役割分担の調節・発表内容の打ち合わせ

就職セミナー8：企業研究 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

就職セミナー9：企業研究 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

特別講義：業界の識者による講演 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

特別講義：業界の識者による講演 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

特別講義：業界の識者による講演 特別講義：業界の識者による講演

特別講義：業界の識者による講演 特別講義：業界の識者による講演

前期の総括 後期の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 授業中に適宜紹介する。

参考書 該当なし。

評価方法・基準 口頭試問50％、出席率50%

成績評価
評価点数90点以上をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 業界研修 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 業界研修
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Business internship
授業形態 90 (6)

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

卒業年度に学生が目指す業界の企業またはそれに準ずる組織・施設・個人等（以下企業という）で研修（インターンシップ）を行う。このカリキュラムは業界のプロフェッショナルに
なるという大きな目標の前に、社会人とは何かを実際の現場で学ぶことを目的としている。

授業の到達目標

①学生の業界へのイメージと現実とのギャップを軽減させる。
②実際の業界現場での研修を通じ、仕事の流れや職場でのコミュニケーションを学ぶ。
③社会の成り立ち、社会人としてのマナーやルールを実体験で学ぶ。
④自らの「キャリア」をデザインできる。

授業計画

講義：インターンシップとは、参加の意義を知る 講義：インターンシップ参加における目的・目標の設定

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

報告会 報告会

報告会 報告会

準備学習・時間外学習 企業研究、業界研修（インターンシップ）希望先の選定活動やレポート作成など

教科書・テキスト 業界研修日報、業界研修ノートなど配布資料による。

参考書 キャリアセンターの参考情報

評価方法・基準 研修先業務の完全遂行、講義参加、報告会での発表、レポート提出が単位取得の条件となる。 【成績評価】レポート内容、報告会、インターンシップ先企業の評価を総合して評価する。

成績評価 合格の場合、成績評価はSとする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 卒業研究 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 卒業研究
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Graduation Study
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

2年間かけて修得した技術や知識の集大成として、卒業研究に取り組み、卒業研究発表会と卒業制作展で発表する。

授業の到達目標

2年間の学習成果をパワーポイントやポスターなどを用いて説明できるようになる。

授業計画

卒業研究とは①
進級研究の意義や目的・ゴールを学ぶ

卒業制作展準備
パワーポイント等の作成

卒業研究とは②
過去の先輩たちの事例紹介

卒業制作展準備
パワーポイント等の作成

卒業研究の進め方
発表までの流れやスケジューリングの確認

卒業制作展準備
発表リハーサル・最終チェック

テーマ決め①
今まで学んだ事を総括して深堀したテーマをディスカッションで探す

卒業制作展参加

テーマ決め②
過去に発表されたり、研究された事例をPCで検索する

卒業制作展参加

実践学習①
自分のテーマに沿って仮説と実証実験スタート

卒業制作展参加

実践学習②
途中経過の報告とアドバイス

卒業制作展参加

実践学習③
前回のアドバイスを受けて改良したものの発表・報告

卒業制作展参加

実践学習④
前回のアドバイスを受けて改良したものの発表

卒業制作展参加

まとめ
卒業研究の発表に向けてまとめ作業

卒業制作展参加

卒業研究発表会発表準備
パワーポイント等作成

卒業制作展参加

卒業研究発表会発表準備
パワーポイント等作成

卒業制作展参加

卒業研究発表会参加 卒業制作展参加

卒業研究発表会参加 卒業制作展参加

卒業研究発表についてふりかえり 卒業制作展についてふりかえり

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 専門基礎科目テキスト4冊／株式会社　滋慶出版

評価方法・基準 卒業進級制作展への参加姿勢、レポートから総合的に評価する

成績評価 合格の場合、成績評価はSとする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義・演習

2 講義・演習 17 講義・演習

3 講義・演習 18 講義・演習

4 講義・演習 19 講義・演習

5 講義・演習 20 講義・演習

6 講義・演習 21 講義・演習

7 講義・演習 22 講義・演習

8 講義・演習 23 講義・演習

9 講義・演習 24 講義・演習

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 IT 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 コンピューター演習Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Practice of Computer Ⅱ
授業形態 30 (2)

内容 内容

講師名

実務経験概要

農学博士

2021年まで近畿大学農学部水産学科で非常勤講師。環境省(財)環境科学総合研究所にて高濃度のCO2および農薬が生物に及ぼす影響について研究。

海外での環境保全・野生動物保護活動を行う(アルゼンチン国立ラプラタ大学でのラプラタ川生物調査研究の指導、カンボジアのメコン川およびボル

ネオのキナバタンガン川に生息するカワイルカの調査と保護活動) 。
授業の概要・目的

本授義は、卒業研究を行う際に必要なデータ解析の方法について学ぶ。統計学の基本的な考え方に基づき，図やグラフを描き，基本統計量を計算

し，2つの変数の間の関係を調べるなどのデータ解析の基本的な手法を身につけることを目的とする。

授業の到達目標

受講者は、この授業を履修することによって、データの基礎的な解析手法を習得したことを実際に自分の卒業研究に応用できるようになることを

目標とします。

授業計画

卒業研究を進める上で必要なデータの数値化とその数値のまと

め方を理解する。

各卒業研究グループごとに、ここまでに行ってきた卒業研究の

進行状況をパワーポイントにまとめ発表を行う。

卒業研究のデータの再現性と信頼性を高めるための研究方法に

ついて理解する。

前回の授業において各卒業研究グループが発表したデータについて、データの数

値化方法とまとめ方を検討する。場合によっては、卒業研究方法の進め方も検討

する。

表の作成方法について理解する。
以後の授業では、各グループごとに、その時点で得られたデータの統計解析方法

について検討し、適正な解析を行ったものをパワーポイントにまとめる。

グラフの作成方法について理解する。 同上

【統計解析-1】　平均値の意味について理解する。 同上

【統計解析-2】　データの分散(ヒストグラム)について理解す

る。
同上

【統計解析-3】　データの分散(正規分布)について理解する。 卒業研究の中間発表を行う。

【統計解析-4】　標準偏差について演習を行う。
各グループごとに、その時点で得られたデータの統計解析方法について

検討し、適正な解析を行ったものをパワーポイントにまとめる。

【統計解析-5】　統計的検定について演習を行う。 同上

【統計解析-6】　有意水準について演習を行う。 卒業研究の発表練習を行う。

【統計解析-7】　相関分析について演習を行う。 卒業研究の発表練習を行う。

【統計解析-8】　相関分析の続きについて演習を行う。 卒業研究の本番発表を行う。

統計解析の総括演習(これまで学んできた統計解析法の応用演

習を行う）
発表した卒業研究の内容について論文冊子を作成する。

統計解析の総括演習の続き 同上

統計解析の総括演習の続き 論文冊子の完成

準備学習・時間外学習
授業はコンピューターを用いたデータ解析の演習を行うため、必ずコンピューターを各自持参すること。授業内の時間

だけでは、演習が完了できないため、時間外に演習の続きを行い完成させる必要があります。

教科書・テキスト なし

参考書 必要な資料は、随時授業内で紹介する。

評価方法・基準
前期授業は、毎回の授業で行うデータ解析の演習を完成させたものを提出し、それにより成績評価する。後期授業は、

卒業研究発表と論文作成で成績評価を行う。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義・演習 16 講義

2 講義・演習 17 講義

3 講義・演習 18 講義

4 講義・演習 19 講義

5 講義・演習 20 講義

6 講義・演習 21 講義

7 講義・演習 22 講義

8 講義・演習 23 講義

9 講義・演習 24 講義

10 講義・演習 25 講義・演習

11 講義・演習 26 講義・演習

12 講義・演習 27 講義・演習

13 講義・演習 28 講義・演習

14 講義・演習 29 講義・演習

15 講義・演習 30 講義・演習

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 ライフセービング
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Life Saving
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要
1992年国際救命救急協会インストラクターとなり救急の講習を行うようになる。2010年AHA（アメリカンハートアソシエーション）インストラクターとな
り現在、消防及び各企業、球団トレーナー等に現場での1時救命処置講習を提供している。

授業の概要・目的

人体の生理学・薬学・病理学を学び、救急現場において自己の安全を確保した上で、傷病の手当て、CPR+AEDの練習を繰り返す。

授業の到達目標

全ては現場主義を理解し、救急の際は各現場において臆することなく実力を発揮できるようになる。

授業計画

成人に対するＣＰＲ　成人CPRの基本 導入　半期間の流れと救急の必要性

小児に対するＣＰＲ　小児CPRの基本 人体の名称　骨と関節の名称

成人及び小児に対するバッグマスク法の人工呼吸
バックマスク法と人工呼吸

人体の名称　筋肉と内臓

成人及び小児に対する二人の救助者によるＣＰＲ　二
人法の手順

人体の名称　循環器系・呼吸器系・神経系

自動体外式除細動器　AEDについて 人体の名称　消化器系

乳児に対するＣＰＲ　乳児CPRの基本 現場での心構え　傷病者の扱いの基本

一人の救助者による乳児のＣＰＲ　一人法CPRの手順 調査と観察　ヴァイタルサインの読み方

乳児に対するバッグマスク法と人工呼吸　バックマスク
法

事故時の対応　連絡・指導の方法

窒息の解除　窒息解除法 傷の手当　創傷と止血

その他の注意点　傷病者と救助者の安全・回復体位 傷の手当　包帯術

全体像　救命の連鎖 体の損傷　頭部・胸部・腹部・四肢の損傷

チーム救助演習１　役割の理解 体の損傷　骨折の処置

チーム救助演習２　チームでの的確な手法 CPR AEDとCPR

CPRができるようになり、AEDやバックマスクの使用方
法についても理解することができる。

よりレベルの高いCPRと応急手当ができるようになる。

学習内容の総括 学習内容の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜に課題を与える。授業中に取ったメモなどを元にノートを作成する。

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 ペーパーテストと実技試験、出席点によって評価。出席点は予め20点を与え、1回欠席ごとに-5点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 演習 16 演習

2 演習 17 演習

3 演習 18 演習

4 演習 19 演習

5 演習 20 演習

6 演習 21 演習

7 演習 22 演習

8 演習 23 演習

9 演習 24 演習

10 演習 25 演習

11 演習 26 演習

12 演習 27 演習

13 演習 28 講義

14 演習 29 講義

15 演習 30 講義

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 海洋演習
開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Marin Practice
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要

【宮嶋啓太】2005年よりNPO法人ナックに所属し、様々なフィールドでの自然体験や環境教育、キャンプの企画・実施・コーディネートに携わっている。2007年より生き物を題材にした環境教育プログラム「プロジェク
ト・ワイルド」の指導者養成講座を企画・担当しており指導者の育成を行っている。行政等から市民環境講座「里山保全プログラム」や「陸生ホタル観察会」、「自転車エコツアー」等を受託し企画・担当している。環境
省認定環境カウンセラー、プロジェクト・ワイルド等の環境教育プログラムの上級指導者等、環境教育に関する資格を多数保有している。
【松島希恵】御蔵島においてドルフィンスイムの関するガイド業務に１０年間従事し、野生イルカの行動観察や来訪者対応、安全管理などの業務経験を有する。また、一部の調査活動にも関わり、野生化におけるイ
ルカの生態などについて理解を深めてきた。これらの経験をもとに、現場で求められる観察力や安全意識、動物管理について指導する。

授業の概要・目的

【宮嶋啓太】本講義では大阪府岬町にある大阪府立海洋センターとその周辺をフィールドに、様々なマリンプログラムや磯での生き物観察、自然体験や野外活動、環境教育プロ
グラムを体験を通して学び、次世代の子ども達にどのように伝えていくかを習得する機会とする。
【松島希恵】本授業では、海洋動物(イルカ・クジラ・ペンギンなど)の野生動物について、現在の生息環境や生態、最新の調査・研究動向を理解することを目的とする。水族館で飼
育される動物についても、野生化での行動や食性、社会構造を理解することが重要だと私は考える。野生動物の生態や環境との関わりを学ぶことで、飼育下における動物理解
を深めるとともに、水族館・動物園で働く際に必要となる基礎的な視点を養う。また、スナメリ調査に向けた事前・事後学習、論文購読、外部講師によるオンライン講義を通して、
多角的に海洋分野を捉える力を身につけるとともに、環境エンリッチメントの視点から動物福祉について考える力を養う。

授業の到達目標

・海で実施できる様々なプログラムを体験し、その経験を元に集客・収益につながる企画立案をすることができる。
・野生動物の生態や特徴について説明できる。・野生化における行動・食性・社会性を理解し、飼育との違いを説明できる。・スナメリ調査に必要な観察方法や安全管理を理解
し、実践できる。・論文の内容を理解し、要点を整理して説明できる。・ディスカッションや発表を通して、自身の考えを表現できる。

授業計画

ガイダンス・自己紹介 アウトドアプログラム体験１

御蔵島とイルカについて アウトドアプログラム体験２

スナメリ調査ガイダンス(合同) アウトドアテクニックの習得１

スナメリの生態について。スナメリ調査の論文紹介。 マリンプログラム体験１

オンライン講義(外部講師・日程調整中) 長松海岸での磯観察実習１

論文購読①(基礎理解・個人ワーク) 長松海岸での磯観察実習２

論文購読②(ディスカッション) 磯で見つかる生き物を題材にしたプログラムの考案１

論文購読③(発表) 磯で見つかる生き物を題材にしたプログラムの考案２

スナメリ調査振り返り(２A) 生き物の特性を題材にしたプログラム体験１

スナメリ調査振り返り(２B) 生き物の特性を題材にしたプログラム体験２

オンライン講義(外部講師・日程調整中) アウトドアテクニックの習得２

映画鑑賞(パトリックとクジラを検討中) マリンプログラム体験２

海洋環境問題について 人工磯での磯観察実習１

環境エンリッチメントについて(グループワーク・発表) 人工磯での磯観察実習２

前期学習内容の総括を行う。
海洋センターとその周辺の自然を活用した集約・収益の得られる企
画の考案

準備学習・時間外学習 授業内で適宜課題を与える。

教科書・テキスト なし

参考書 沈黙の春　レイチェルカーソン著　新潮文庫　／　むすんでみよう子どもと自然　井上美智子等　編著　／　その他授業内で適宜紹介する。

評価方法・基準 評価の割合は試験評価80％、出席率20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1,2 講義・演習 31,32 講義・演習

3,4 講義・演習 33,34 講義・演習

5,6 講義・演習 35,36 講義・演習

7,8 講義・演習 37,38 講義・演習

9,10 講義・演習 39,40 講義・演習

11,12 講義・演習 41,42 講義・演習

13,14 講義・演習 43,44 講義・演習

15,16 講義・演習 45,46 講義・演習

17,18 講義・演習 47,48 講義・演習

19,20 講義・演習 49,50 講義・演習

21,22 講義・演習 51,52 講義・演習

23,24 講義・演習 53,54 講義・演習

25,26 講義・演習 55,56 講義・演習

27,28 講義・演習 57,58 講義・演習

29,30 講義・演習 59,60 講義・演習

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 海洋活動セミナー
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Marine Semminer
授業形態 120 (8)

内容 内容

講師名

実務経験概要
ダイビングスクールノリスに14年勤務、内12年間は店長業務に携わり、経営を学ぶ。2010年にPADI最高峰のランクコースディレクターを取得。
2017年7月株式会社カナウ（ダイビングスクールKANAU）を設立。シニアダイバーを中心に講習を行い,リピータさん中心の店舗運営を行う。
高知県うぐる島の生態調査に特に力を入れて2022年NHKさわやか自然百景水中映像ガイドを担当。世界各所の引率経験有り。

授業の概要・目的

海洋実習の計画を立て、１年生に対して「施設の説明・インフォメーションの実施」。
海洋実習ではすぐれたインストラクターのアシスタンとに着くことにより、トラブルやストレスを抱えているダイバーの対処法を学び、実習中の陸での仕事の重要性も学ぶ。
ダイビングを通じて、全ては準備・段取りが大切な事を教える

授業の到達目標

何より安全第一なダイバーに、生物に強いダイバーになる、初心者のケアができる人材へ。
スーツの採寸、ダイビング器材のメンテナンス、ロープワーク、実践で使えるインストラクションテクニックを身に着ける。

授業計画

ダイビングゼミ活動について理解 海洋実習、１年生のサポート

海洋実習しおり作成 海洋実習、１年生のサポート

海洋実習しおり作成 海洋実習、１年生のサポート

スーツ採寸実践、器材重要性 海洋実習、１年生のサポート

スーツ採寸実践、器材重要性 海洋実習を振り返り、良かった点、改善点

器材洗浄方法、 海洋実習を振り返り、良かった点、改善点

串本事前トレーニング準備、魚クイズ 卒業論文のテーマ決め、役割分担

串本事前トレーニング準備、魚クイズ 卒業論文のテーマ決め、役割分担

串本事前トレーニング、工程表作成、
休憩所のトイレの場所・数・売店営業時間チェック

卒業論文実習

串本事前トレーニング、現地施設、海チェック 卒業論文実習

串本事前トレーニング、ビーチポイントに潜り、ブイ設置練習 卒業論文実習

串本事前トレーニング、ビーチマップの作成 卒業論文実習

串本事前トレーニング、ホテル視察 卒業論まとめ

串本事前トレーニング、海の生物チェック 卒業論まとめ

ダイビング実習、１年生へのインフォメーション、器材セッティングを
チェック、スノーケルを教える、スキンダイビングを教える

卒業論まとめ

準備学習・時間外学習 授業中に課題を与える。

教科書・テキスト 無し

参考書 ダイビングカタログ、ＫＡＮＡＵ作成ＰＯＰ

評価方法・基準 活動結果、出席率で評価

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 海洋生態
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Marine Ecology
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要

南知多ビーチランドでトレーナー・飼育員として5年間勤務。鰭脚類、ペンギン類の担当を経て、魚類・ウミガメ類および教育普及担当として、学習
講座や磯観察、飼育係体験などを企画・実施。H24年4月から2年間、動物系専門学校の専任講師として勤務。平成27年10月に日本ウミガメ協議
会に入局し、翌年4月に事務局長に就任。ウミガメの保全に携わるとともに、全国のウミガメ関係者のネットワークをより強いものにするために各
地に赴き活動している。H31年8月に高知県むろと廃校水族館の副館長も兼任し、現場指導や学生指導を行うとともに、関係機関との連携や教育
活動に取り組んでいる。

授業の概要・目的

海洋生態では、海という環境とそこに暮らす生物の様々な関係を学ぶ。前期は、まず生物を学ぶ意義についての解説を行い、海の特性について陸との対比を解説する。それを
踏まえたうえで、海の環境特性に対して、動物達が体の形や生理機能、行動様式をどのように適応させているかについて概説する。理解を促進するために、具体的にいくつか大
型海洋動物を実例として紹介する。さらに、鯨類、鰭脚類、魚類それぞれの生態について解説する。後期はウミガメ類、ペンギン類を主に取り上げ、生態だけでなく、野生下と飼
育下、両方の視点から解説する。生物の謎に触れ、生物を学ぶ意義を考える機会を作る。

授業の到達目標

海という環境とそこに暮らす生物の様々な関係を理解するうえでの基礎知識を習得すると共に生物を色々な階層から見る視点を身につける。海と海洋生物に対する様々な疑問
に触れることで興味と視野を広げ、海洋動物の暮らしぶりについて自分なりの意見を持って説明や議論ができるようになる。

授業計画

ガイダンス：「海洋生態」の授業内容の説明および目標・目的の解
説、　　講師自己紹介

バイオロギングによる動物の調査・研究手法を理解する

生物学の基礎　生物の階層を理解し、それぞれの視点から見た環
境や生物についての問題および対策を考えられるようになる

動画視聴　ウミガメ類の分類、形態について理解する

生物学の基礎　生物のそれぞれの階層からの視点を身に付け、生
物を学ぶ意義(なぜ生物を学ぶのか)について理解する

ウミガメ類の繁殖生態について理解する

生物学の基礎　動物が群れを作ったりなわばりをもつ理由を理解
し、身近な動物の行動の理由を説明できるようになる

ウミガメ類の保護や保全活動の例を紹介し、野生動物や環境の保全
について自分なりの意見を考えるようになる

生物学の基礎　生物の行動を先天的な行動と後天的な行動に分類
し、　説明できるようになる

飼育下におけるウミガメについて理解する、ウミガメ類のまとめ

海の塩分濃度(海洋学)と海洋生物の浸透圧調整の方法について理
解し、説明できるようになる

ウミガメを例に、野生動物を調査することで何がわかるのかについて
解説し、調査の目的やそこからわかることについて理解する

海洋動物の体温調整について説明できるようになる 動画視聴　ペンギン類の分類、形態について理解する

起源が異なる海洋動物たちが進化によって似た特徴をもつ理由（収
斂進化）について説明できるようになる

ペンギン類の特徴、繁殖生態ついて理解する

海洋哺乳類の潜水能力について理解する ペンギン類の病気について理解する

鯨類を実例として紹介し、海洋動物の回遊および繁殖生態について
理解する

ペンギン類の飼育方法を理解し、野生下との違いを説明できるように
なる

ジンベエザメなどの絶滅危惧種を例に、生態を知ることが生物の保
護につながることを理解する

海に住む無脊椎動物（主に腹足綱）の生態や生存の戦略を紹介し、
哺乳類や鳥類などとの違いを理解し、説明できるようになる

海洋学：潮汐や潮流について理解し、それらが起こる仕組みについ
て説明できるようになる

後期授業内容の総括

生物の増加率について具体例を挙げて説明できるようになる
前期授業内容の総括

後期試験

前期試験 後期試験の解説　動画視聴

前期試験の解説　動画視聴 海洋生態および生き物を学んでの総括

準備学習・時間外学習 適宜指示を与える

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 評価の方法および割合は筆記試験90％、平常評価点10％で、計100点を評価点とする

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 演習

7 講義 22 演習

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 演習

15 講義 30 演習

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 海洋保全
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Marine Conservation
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要

【中西】
　徳島大学客員教授
【平井】
　徳島大学非常勤講師、近畿大学非常勤講師、和歌山工業高等専門学校非常勤講師、和歌山県環境学習アドバイザー

授業の概要・目的

　海洋の中でも内湾の沿岸域（以下海域と記す）を対象に講義を進める。
大阪湾や瀬戸内海等における具体的な事例に基づき、海域における環境の変遷と現況、新たな問題を理解し、その上で、海域環境の問題の多くが私達の日常生活に起因する
こと、つまり、海は私達の生活の映し結果を出す鏡であることについての理解を深める。
　海洋環境を保全・修復するためのハード（工学的技術）・ソフト（環境体験・学習）両面の方策を学び、考え、思考・試行する姿勢を身につける。

授業の到達目標

① 海域環境に関する基本的な用語を理解する。
② 海域環境が悪化するメカニズムと再生の具体的な方法を理解する。
③ 海の環境問題と私達の生活を関連づけて考えるようになる。
④ 日常生活において海洋環境の保全に取り組む姿勢を身に付け、海の環境問題に対して自分の意見を述べることができるようになる。

授業計画

海洋保全の授業概要
　授業の目的と目標、授業全体の構成、進め方について説明するとともに、前期の授
業内容（シラバス）について説明する。

後期授業の目的と目標
　授業の目的と目標、授業全体の構成、進め方について説明するとともに、後期の授業
内容（シラバス）について説明する。

海洋環境の変遷と現況、基本的用語（その1）
　海域環境悪化の原因、悪化のメカニズムをできる限り分かりやすく説明する。併せて
海洋環境の基本的事象の理解を深めるために用語の解説をする。

海洋環境問題に関する理解
　前期に学習した海域環境に関する基本用語や環境悪化のメカニズムと再生手法につ
いて自分の考えをまとめ、説明できるようになる。

海洋環境の変遷と現況、基本的用語（その2）
　　海域環境悪化の原因、悪化のメカニズムをできる限り分かりやすく説明する。併せ
て海洋環境の基本的事象の理解を深めるために用語の解説をする。

SDGsを題材にしたゲームの体験（その1）
　カードゲーム「2030SDGs」の体験を通して、SDGsについて説明し、世界の様々な問題
と私達の生活を関連づけて考えるよう解説する。

海洋環境の変遷と現況、基本的用語（その3）
　　海域環境悪化の原因、悪化のメカニズムをできる限り分かりやすく説明する。併せ
て海洋環境の基本的事象の理解を深めるために用語の解説をする。

SDGsを題材にしたゲームの体験（その2）
　カードゲーム「2030SDGs」の体験を通して、SDGsについて説明し、世界の様々な問題
と私達の生活を関連づけて考えるよう解説する。

人工干潟の造り方
　浅場（砂浜や干潟）の役割について説明し、人工干潟の計画・設計・施工方法を紹介
するとともに、望ましい干潟の状態として「動的安定」について解説する。

海洋環境教育の現状と必要性
　国内における海洋環境教育の歴史と現状について説明するとともに、近年問題となっ
ている「海離れ」について解説する。

磯焼けと藻場造成
　海藻・海草に関する概論の後、磯焼けのメカニズムについて説明し、藻場を再生する
ための様々な取り組みを紹介する。

環境修復施設の現地視察（その1）
　海域の環境修復を目的とした水質浄化施設（尼崎市）を視察し、施設周辺において実
施されている海洋環境教育プログラムを紹介する。

波と流れと潮汐
　海域環境の基礎となる物理現象のうち、波、流れ、潮汐について、地球規模の現象
から沿岸の浅海域における現象について解説する。

環境修復施設の現地視察（その2）
　海域の環境修復を目的とした水質浄化施設（尼崎市）を視察し、施設周辺において実
施されている海洋環境教育プログラムを紹介する。

サンゴの白化とサンゴの再生
　サンゴの生理生態と白化（はっか）現象について説明し、減少するサンゴ礁を再生す
るための様々な取り組みを紹介する。

環境教育プログラムの作成
　環境教育のプログラムを作成する際に必要な危険予知や子供に対する接し方などの
実践的なノウハウを解説する。

漁業とダイビングの共存について考える
　漁業の種類や漁業権について説明した上で、漁業とダイビングなどのマリンスポーツ
との共存について考える機会とする。

Project Wetの体験
　海外において体験型環境教育ツールとして開発されたProject WetやMAREなどを実際
に体験するとともに、内容について解説する。

ブルーカーボンと海の再生可能エネルギー
 カーボンニュートラルに向けた方策の一つであるブルーカーボンについて説明する。
海洋のエネルギーを利用した再生可能エネルギーの可能性について学ぶ。

ソーシャルスキルトレーニングの理解
　環境教育のプログラムを構成する際に活用できるソーシャルスキルトレーニングにつ
いて説明し、他者に伝える技術を解説する。

栄養塩の循環について考える
　環境を大きく左右する「栄養塩」の循環について、地球規模での循環から身の回りの
循環まで、さまざまな空間スケールで解説する。

海洋環境教育の事例紹介
　国内において実践されている海洋環境教育の事例について紹介し、事例ごとの特徴
について解説する。

海洋ゴミについて考える
　漂流、漂着、海底堆積ごみ、マイクロプラスチックなど海のごみ問題について解説し、
海ごみを減らす方法について考える機会とする。

理解度の確認
　海洋環境教育を実施するための考え方と具体的な技術についての理解を確認する。

防災と環境再生
　防災のために不可欠なコンクリートにアミノ酸を加えた環境配慮配慮型コンクリートを
例に防災と環境再生について考える。

復習
　後期講義の振り返り、要点のまとめを行う。

理解度の確認
　前期講義の振り返り、要点のまとめを行う。海洋環境を保全・修復するための考え方
と具体的な技術についての理解を確認する。

大阪ECO版 海洋環境教育ツールの考案
　1班5～6名を目途にグループを作成し、前後期において学習した内容を基に、各グ
ループが海洋環境教育ツールを考案し、発表の準備をする。

復習と海に関係する仕事の紹介
　前期講義の振り返り、要点のまとめを行う。また、学んだ内容の実装として、海の環
境に関連する仕事を紹介する。

大阪ECO版 海洋環境教育ツールの発表
　各グループが考案した海洋環境教育ツールを発表するとともに、発表を通じて、海の
環境問題に対して自分の意見を述べる機会とする。

準備学習・時間外学習
基本的には、当日の授業に関連する課題を授業終了時に与え、次週までに校外にて自習し答えを導き出すサイクルとする。
授業の内容に応じて次週の授業に関する課題を与え、次週までに校外における学習にて準備をさせる。

教科書・テキスト テキストとなる資料を配布・配信する。

参考書 大阪湾～環境の変遷と創造：恒星社厚生閣

評価方法・基準 理解度をチェックするための筆記試験を行う。試験の結果（点数）にて定量的に評価する。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 海洋哺乳類Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Marine Mammal Science Ⅱ
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要

2024年3月に近畿大学博士後期課程を満期単位取得退学。2022年4月から人間環境大学にて大学実習助手および非常勤講師を務める。2016
年年度～2021年度には御蔵島において野生ミナミハンドウイルカの個体識別調査員midoに所属し、水中でイルカの撮影を行い、個体識別をして
いた。海洋哺乳類の研究は野生下と飼育下の両方においてイルカの社会的性行動について研究を行っている。陸生動物ではコツメカワウソやラ
イオンなどを対象にエンリッチメントに関する行動の研究を行っている。

授業の概要・目的

本講義の対象種である海洋哺乳類は、世界中に生息し、水族館やホエールウォッチング、ドルフィンスイムなどでも身近な存在である。様々な地域において長年、重要な観光資
源となってきたが、野生動物の観光利用には年々厳しい目を向けられてきている。また、人間活動が原因となり、絶滅の危機に瀕している種も多く存在する。こうした現状におい
て、将来、水族館やホエールウォッチングの現場などを含め、野生動物と関わる職種への就職を目指す学生は、対象動物に対する知識を身につけると共に自身でも調査を行
い、それらの成果を一般客へ伝えられるようになることが望まれている。本開講科目では、海洋哺乳類Ⅰで学んだ内容を踏まえ、より理解を深めるとともに、調査方法や行動の
観察に必要なことなどの実践についても学ぶことを目的とする。

授業の到達目標

水族館飼育員およびウォッチングガイドなどで求められる、より広範な知識を得るとともに、その調査方法について理解する

授業計画

海洋哺乳類とは何か（進化と分類） 行動の４つのなぜについて

水中適応①：呼吸・体温・形態 個体変異と適応度

水中適応②：遊泳とエネルギー効率 利他行動について

感覚と認知 協力と社会

鯨類①：ヒゲクジラの戦略（摂食・回遊） 親のコドモの世話について

鯨類②：ハクジラの戦略（摂餌・コミュニケーション） 海洋哺乳類の子育て

鯨類③：社会・知能・行動の多様性 繁殖

鰭脚類①：進化 性淘汰

鰭脚類②：食性 海洋哺乳類の鳴音

鰭脚類③：潜水と回遊 信号とコミュニケーション①

その他の海洋哺乳類① 信号とコミュニケーション②

その他の海洋哺乳類② ヒトとの関わり

日本近海や水族館で飼育している海洋哺乳類① 飼育と環境エンリッチメント

日本近海や水族館で飼育している海洋哺乳類② 野生鯨類

前期内容振り返り 後期の内容振り返り

準備学習・時間外学習
準備学習：1つ前の授業での内容を再確認する。
時間外学習：授業で示された重要事項を資料を用いて復習する。疑問点があれば質問する。

教科書・テキスト

参考書 海棲哺乳類大全 田島木綿子・山田格 監修 緑書房　/　日本の鰭脚類 服部薫 東京大学出版社

評価方法・基準 筆記試験90％　出席点10％

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義

2 講義

3 講義

4 講義

5 講義

6 講義

7 講義

8 講義・演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 環境活動
開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修選択

開講科目英名 Environmental Activity
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要

【岡見厚志】平成21年から環境省「きんき環境館」にて、近畿圏内の行政・NPO・企業等の環境取組についての中間支援業務に従事。ソーシャルビジネスの立ち上げ支援なども担当。その後、平成23年からは、八尾
市役所にて八尾市内の中間支援業務に従事。現在は、World Seedの代表として、協働プロジェクトの立ち上げやボランティアのコーディネート、ファシリテーター、大阪市や大阪府等の行政業務も行っている。広域環
境中間支援組織であるNPO法人エコネット近畿の副理事長兼事務局長も兼務。
【宮嶋啓太】2005年よりNPO法人ナックに所属し、自然体験や環境教育プログラムの企画・実施・コーディネートに携わっている。2007年より生き物を題材にした環境教育プログラム「プロジェクト・ワイルド」の指導者
養成講座を企画・担当しており指導者の育成を行っている。八尾市より市民環境講座「里山保全プログラム」や「陸生ホタル観察会」、「自転車エコツアー」等を受託し企画・担当している。環境省認定環境カウンセ
ラー、プロジェクト・ワイルド等の環境教育プログラムの上級指導者等、環境教育に関する資格を多数保有している。

授業の概要・目的

【岡見厚志】環境を共通する重要課題としてとらえた活動について、具体事例を多用して、自分ごととして考える練習を行う。
環境問題について基本的な考え方や、海洋プラスチック問題、再生可能エネルギー、地域循環共生圏などの近年注目を浴びているキーワードに関連する活動を解説する。
また、具体的な事例について、ゲストも招き直接現場での活動の話を聞くことにより、より現場感覚も養う。講義を通して、環境問題について知り、フィールドに出てみたいというモ
チベーションを高める。
【宮嶋啓太】本講義では様々な環境問題のメカニズムやその原因を理解し、それを次世代の子ども達にどのように伝えるかを主に体験を通して学び実践する。生き物を題材にし
た環境教育プログラム「プロジェクト・ワイルド」をベースにした環境教育プログラムの体験と指導実践や里山の自然を利活用プログラムの体験等も取り入れ、知識だけでなく実践
経験も積む。

授業の到達目標

・海洋プラスチック問題、再生可能エネルギー、地域循環共生圏などについて概要を説明することができる
・日本国内における環境活動について、いくつかの団体が行っている活動について把握し、概要を説明することができる。
・環境活動に関心を持ち、参加する方法について把握をしている。
・環境を伝える様々な方策を体験を通して理解できている
・体験型の環境教育プログラムの企画や実践ができる

授業計画

■授業の概要と導入、講師自己紹介、進め方、目標等について
■天神祭ごみゼロ大作戦の取組紹介（プラごみ、イベントごみ）

■気候変動について

■八尾市における地域循環共生圏の取組について

■3Rに関する取り組みについて（特にリユースびんに
ついて）

■ゲスト講師を招いた特別講義

■これまでの講義の振り返り及びテスト

■テスト返却
■NPOの取組紹介（スーパーマーケット等のプラスチック容器の調
査について）

様々な環境問題の概要や動物園での取組み等について

野生生物を題材にした環境教育プログラム「プロジェクトワイルド」の
体験と理解１

野生生物を題材にした環境教育プログラム「プロジェクトワイルド」の
体験と理解２

里山資源を利活用したプログラムの体験

野生生物を題材にした環境教育プログラム「プロジェクトワイルド」の
プログラムの指導実践準備１

野生生物を題材にした環境教育プログラム「プロジェクトワイルド」の
プログラムの指導実践準備２

「プロジェクトワイルド」のプログラムの指導実践１

「プロジェクトワイルド」のプログラムの指導実践２

準備学習・時間外学習
授業中に適宜課題を与える。授業に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。
また、授業期間内にボランティア活動への参加を推奨する。
参加した活動については、所定のフォーマットまたは授業内にて報告を行うものとする。

教科書・テキスト なし

参考書 沈黙の春　レイチェルカーソン著　新潮文庫　／　その他授業中に適宜紹介する。

評価方法・基準 評価の割合は試験80％、出席率20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 水産概論
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Fisheries Science
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要
1981年4月～2014年3月の33年間、大阪府水産試験場（途中より大阪府立環境農林水産総合研究所に改編）に勤務し、水産業に関する試験研
究業務に従事した。また、2009年4月以降は、水産技術センター長として組織の管理業務にも携わった。

授業の概要・目的

水圏で行われている最も重要な産業は水産業で、漁業や養殖業を通じて食料供給に貢献している。日本は周囲を海に囲まれていて古来より水産業が盛んだが、近年は地球温
暖化や魚離れなどの問題にも直面している。ドルフィントレーナーやアクアリストなど、水圏で行われる業種で活躍するためには、他の産業、特に水産業を理解することが重要で
あり、本授業では日本や世界の漁業・養殖業の現状や問題点、加工・流通など、幅広い基礎的知識を習得する。

授業の到達目標

漁業や養殖業がどのように行われているかなど、水産業の詳細を勉強することで、その技術や考え方を就職後の業務に応用できる。

授業計画

（自己紹介）、総論［水産概論を学ぶ意義や概要について理解する］ 水産食品製造①（総論）［水産食品の特性を理解する］

水産物の栄養価［水産物が栄養学的に優れていることを理解する］ 水産食品製造②（各論）［水産加工品の具体的な製法を理解する］

日本周辺海域の状況［日本周辺の漁場環境を理解する］ 水産物の流通［水産食品流通の仕組みを理解する］

日本の漁獲状況［日本の主要水産物の漁獲量や漁獲場所について
理解する］

栽培漁業①（総論）［栽培漁業の原理や具体的な手法を理解する］

日本の養殖状況［日本の主要水産物の養殖収獲量や養殖場所に
ついて理解する］

栽培漁業②（放流効果）［放流効果の把握手法や具体的事例におけ
る効果について理解する］

漁具・漁法①（総論、大阪府）［日本の主要漁業の漁具・漁法ならび
に地元大阪府の漁業について理解する］

資源管理①（総論）［資源管理の原理や手法を理解する］

漁具・漁法②（北海道の魚類）［最大の水産県である北海道の漁具・
漁法について理解する］

資源管理②（各論）［資源管理の具体的事例や有効性について理解
する］

漁具・漁法③（北海道の介類、藻類）［同上］
水産物の安全性［水産物による食中毒や有害物質について理解す
る］

養殖業①（魚類）［日本の養殖業における具体的な方法について理
解する］

水産業を取り巻く状況①（自然環境1）［地球温暖化等の環境変化に
ついて理解する］

養殖業②（貝類、藻類）［同上］
水産業を取り巻く状況②（自然環境2、社会環境）［赤潮、貧酸素化、
魚離れ等について理解する］

世界の漁獲状況［世界の主要水産物の漁獲量や漁獲国について理
解する］

今後の水産業［水産業の今後の方向性について理解する］

世界の養殖状況［世界の主要水産物の養殖収獲量や養殖国につ
いて理解する］

魚介類の料理①（総論）［具体的な料理方法について理解する］

日本の水産物貿易［日本における水産物の輸出・輸入について理
解する］

魚介類の料理②（各論）［料理の種類と方法のポイントについて理解
する］

前期学習内容のまとめと特別講義 後期学習内容のまとめと特別講義

前期学習内容の総括 後期学習内容の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモなどを元にノートを作成する。

教科書・テキスト なし。講師作成のパワポで学習する。

参考書 授業中に適宜紹介する。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験70％、出席率30％で、最高評価を100点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。



2026 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

回 形態 回 形態

1 講義 16 講義

2 講義 17 講義

3 講義 18 講義

4 講義 19 講義

5 講義 20 講義

6 講義 21 講義

7 講義 22 講義

8 講義 23 講義

9 講義 24 講義

10 講義 25 講義

11 講義 26 講義

12 講義 27 講義

13 講義 28 講義

14 講義 29 講義

15 講義 30 講義

授業科目名 ドルフィン・エクササイズ 開講学科 動物&海洋科

開講科目名 水生無脊椎動物研究
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修選択

開講科目英名 Aquatic Invertebrate Zoology
授業形態 60 (4)

内容 内容

講師名

実務経験概要

1981年4月～2014年3月の33年間、大阪府水産試験場（途中より大阪府立環境農林水産総合研究所に改編）に勤務し、水産業に関する試験研
究業務に従事した。業務で最も多く取り組んだのがガザミやヨシエビの栽培漁業で、底生動物調査や藻場調査にも携わった。2014年4月からは
大阪市立自然史博物館外来研究員として研究を続け、主にヨコエビの分類に取り組み、多数の論文を執筆している。また、大阪湾海岸生物研究
会にも所属し、1981年より現在まで大阪湾南部岩礁の定点調査を継続実施している。

授業の概要・目的

海洋などの水圏には、魚類やイルカ等の哺乳類のみならず多くの無脊椎動物が生息し、食物連鎖を通じて複雑な生態系を形作っている。ドルフィントレーナーやアクアリストな
ど、水生生物に直接関係する業種で活躍するためには、生態系で重要な位置を占める無脊椎動物の理解が必要であり、本授業では分類、進化、生理、生態などについて基礎
的知識を習得する。

授業の到達目標

水圏に生息する多種多様な無脊椎動物の分類や生態等について勉強することで、魚類や哺乳類の知識も合わせて、水圏生態系とはどういうものか理解できる。

授業計画

総論［水中に生息する無脊椎動物の多様性について理解する］
節足動物甲殻亜門（鰓脚綱・顎脚綱）［体の構造、生態、生活史、分
類等について理解する］

海綿動物［体の構造、生態、生活史、分類等について理解する］ 節足動物甲殻亜門（トゲエビ亜綱等）［同上］

刺胞動物（総論・クラゲ類以外）［同上］ 節足動物甲殻亜門（フクロエビ上目）［同上］

刺胞動物（クラゲ類）［同上］ 節足動物甲殻亜門（オキアミ目、十脚目①旧異尾亜目）［同上］

有櫛・扁形・紐形動物［同上］ 節足動物甲殻亜門（十脚目②旧長尾亜目）［同上］

輪形・線形・緩歩動物［同上］ 節足動物甲殻亜門（十脚目③旧短尾亜目1）［同上］

軟体動物（総論・多板綱・掘足綱）［同上］ 節足動物甲殻亜門（十脚目④旧短尾亜目2）［同上］

軟体動物（巻貝類）［同上］ 外肛・箒虫・腕足・毛顎動物［同上］

軟体動物（ウミウシ類）［同上］ 棘皮動物①（総論、ウミユリ綱、ヒトデ綱）［同上］

軟体動物（頭足綱）［同上］ 棘皮動物②（クモヒトデ綱、ウニ綱、ナマコ綱）［同上］

軟体動物（二枚貝綱）［同上］ 半索・脊索動物［同上］

環形動物［同上］ 水生植物①（藍色・紅色・緑色・不等毛植物門）［同上］

節足動物（総論・カブトガニ綱等）［同上］ 水生植物②（渦鞭毛・ユーグレナ・種子植物門）［同上］

前期学習内容のまとめと特別講義 後期学習内容のまとめと特別講義

前期学習内容の総括 後期学習内容の総括

準備学習・時間外学習 授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモなどを元にノートを作成する。

教科書・テキスト なし。講師作成のパワポで学習する。

参考書 新写真でわかる磯の生き物図鑑（海文堂出版）。他にも授業中に適宜紹介する。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験70％、出席率30％で、最高評価を100点とする。

成績評価
評価点数100～90点をA、89点～80点をB、79点～70点をC、69点～60点をDとし59点以下をF評価とする。
ただしA、B、CおよびDを合格とし、Fを不合格とする。


